







　本稿は、マリアンネ・ヴェーバー著『女性問題と女性思想』（Weber, Marianne 1919, 
Frauenfragen und Frauengedanken. Gesammelte Aufsätze. Verlag von J.C.B. Mohr, Tübingen）







書所収の第 1 論文「女性の学問参加」（Die Beteiligung der Frau an der Wissenschaft）と第
3論文「職業と結婚」（Beruf und Ehe）は、1906年刊行の『職業と結婚／女性の学問参加』
（Beruf und Ehe: Die Beteiligung der Frau an der Wissenschaft）からの訳出（『昭和女子大学女
性文化研究所紀要』第22号：61–81及び『昭和女子大学女性文化研究所紀要』第 25号：





1． 性に関する単語は、GeschlechtとGeschlechtlichkeitおよび Sexualität が使い分けられ
ている。後者 2 単語は「性に関すること」という意味ではあるが、邦訳の文中にはな
じまないので、Sexualität を「性欲」の意味も含めて「セクシュアリティ」と訳し、
ほかは全て「性」で統一した。 sexuellは「セクシャルな」とし、 ge schlecht lich は「性
的な」とした。 Geschlechtsliebe は「性愛」、 Erotik は「エロティック」とした。
2． Verbindung と Bindung はともに「結びつき」と訳した。 Gebundenheit は「束縛」、 
Unge bundenheit は「非束縛」とした。
































??伝統の結婚のためにはきっぱりと否定される。M.L. エンケンドルフ（Marie Luise 


























ニーチェ（Nietzsche, Friedrich Wilhelm 1844–1900）によって刻印された公式に見出す。
















































































































































































































































































をFr. W.フォルスター（Förster, Friedrich Wilhelm 1869–1966 哲学者、教育学者）は私見
では非常に正しく次の文章において簡潔に表現している。「少なくとも直接にセクシャル
な事物に関して語る性教育（Sexual pädagogik）は、若い人間を自ら目覚めていく衝動に
対して正しい精神的な態度のなかに置くような、全ての性格力と習慣をそれに対して覚ま
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すことを心得ている、最良のものである」。　　 この総合教育はそれ自体第一に、教養あ
る生家の課題であろう。しかし若者は課題に対し今日的な文化条件のもとでは勿論部分的
にのみ成長したので、多分適職の教育者がこれまで以上に、知識と悟性発達の伝達と並ん
で、とりわけ、偉大で、高貴で、善良で、美しいもの全てに対する畏敬への魂の養成を、
教育の課題圏のなかへ組み入れねばならない。　　 さらに学校と生家における一層広い
ものとして意志の教育（Bildung）が加わる。全ての個人的な礼節と文化は次のようなこ
とのなかに錨をおろしている。つまり、自然な自我＝衝動と熱烈な影響の間に、抑止とし
て働く一連の精神的なイメージが挿入されること、そして精神の使者として意志が衝動の
発散を、精神的な衝撃が主人になるまで長く、抑制することのなかに。私たちが言い習わ
しているように、人間が「自己自身を手中に入れる」ことが、即ち、衝動的な自我が精神
的なものへの努力なしの奉仕へと教育されることが、全ての時代に最重要な教育目標とし
て妥当した。そしてセクシャルな礼節の高度な技術はまさに次のことのうちに存する。即
ち、本能が例えば窒息させられ、弱められるのではなく、全ての自然力のように支配さ
れ、文化の軌道のなかへ導かれ、それを通して無限に多様な精神的に形成された存在の素
材になるということのうちに。
　ここから次のことが自明として生じる。即ち、男女両性の成人した若い人間は 　　 例
えば道徳化する論究を通してではなくて 　　 成熟した人間の全態度を通して理想に適し
た振舞として、より高級な自然の要求をこの領域で満たすことが彼らに可能であるまで、
性的な節制を要求されることがである。この規範は男性にとっても決して満たされ得ない
ものではない。規範は昔から実現されたし、また今日も再び教養ある若い男性の一部に
よって誇りをもって実現されている。とりわけ規範が性的な清潔と礼節の理想を、人生に
私たちの時代の言葉で新たに掲げるということは、近代的でアカデミックな青年運動の希
望に満ちた花である。この階層においては最近同族の女友達との自由な関係への傾向と並
んで、理想に適ったエロス的な総共同体（Totalgemeinschaft）の可能性に至るまでの完全
な純潔（Keuschheit）への流れもまた効果があるように見える。両方の傾向は、それらが
魂の諸力の参与しない必要（Notdurft）の充足への、理想抜きの要求から決然と背を向け
ることを意味する限り、一つのより純粋な未来を指す。????礼節の模範として勿論そ
れは厳格主義的な価値のみを持つ。　　 最近良心的な医師も次のこと、即ち、健常な若
い人々は正しく生活を営めば、健康を害することなく性的な節制を完全な成人年齢まで導
けるということを、再び確認した。それ故、若い人間たちを戦わずその衝動の前に降参す
るよう教える、理想抜きの非英雄的な心情を十分な権利を以て退けて良い。　　 若い人
間たちが情熱に対する誠実な闘争のなかで耐えられない場合には、私たちは理解と許しを
持っても良い。というのは、規範から離反した者は、彼が理想への畏敬とそれへの努力を
保持している場合には、かなり高い礼節を失っていないのだから。しかし私たちは非束縛
なセクシャルな奔放生活への権利を与えられることは決してない。それは男女両性に妥当
する。　　 それでも第一に????が、カオス的な世界のなかで愛と清純（Reinheit）の
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「性生活の形式力」（1918）（2）
理想を生き生きと具現化するべきである。女性は、愛に自分の全存在を向け、その愛なし
に済ますには男性よりも痛ましく苦悩する。しかし単なるセクシュアリティの制御は一般
的に女性には自然によって男性よりも容易になされる。それ故私たちは、非典型的な個別
運命に対する極度の寛容さに際してすらも原則的に、昔からそうであったように、特に指
導的階層の若い女性に次のことを期待せねばならなくなる。即ち、彼女たちが、性的な理
想主義に生き生きした形姿を与えるという特別の課題を満たすことによって、私たちの性
である女性の一部の人々の、人間以下の最も暗い深みへの恐ろしい下落を償うということ
を。　　 もし若い男性が学校と生家の影響から抜け出るならば、彼は教養ある女性との
恒常的な接触を必要とする。彼女の全振舞は彼の試みに堅固な柵を設定し、彼を畏敬のう
ちに留める。優雅な尊厳と深い入魂で自分の必要（Bedürt figkeit）の主人であり続け、自
分が近づく男性たちに自分の要求を高く提起するあらゆる女性は、自分の純粋な存在
（Wesen）を通して、全ての教育と同様に強く影響する形式造形の力（form bildende Kraft）
を所有する。何が、私たちの素質（Naturanlage）の持つ、人間に値する意味であるのか、
そしてどんな高い人生価値を私たちはその素質で成就できるのかが、私たちにいつも新た
に明らかになることは確かに重要である。しかし、まさに私たち女性が動物的な暴力に対
置できる最も効果ある分銅は、やはり??????理想具現化である 　　 不十分なもの
の英雄的で絶対的な断念によってであれ 　　 高貴で完全な恋愛共同体をこの世界に築く
ことによってであれ。　　 そのような生き生きした存在（Sein）から放射するものは、明
るい太陽光のようであり、太陽光は人間的な弱さや罪と無慈悲な運命による価値意識の全
ての濁りをいつも新たに突破するのである。
（かけがわ　のりこ　大学院生活機構研究科生活機構学専攻教授）
